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対話が弾んだ一式飾りで華やかな平田町内の署名行動！

県内行進（７月３０日まで）に参加しましょう！

７月２３日午前は松江市内を、午後は玉湯町内を更新しました。松江市

内行進は１９名が参加し、行進の合間に行った核兵器廃絶署名では市民の

皆さんから２７筆の署名と４５００円のカンパをいただきました。

７月２４日、午前中、風の強い中、一式飾りで華やかな平田町内を行進

し、その後、署名のお願いに歩きました。

署名のお願いにお店や家々を訪問すると、戦争体験をお話し頂いたり、

対話がはずんだ署名行動になりました。３０分位の行動でしたが、50筆の

署名を集めることができました。

残る６日間、各組織から積極的な参加をお願いします。

行進５日目までの結果
■参加者延人数 １４８人

■署名合計 ２２６筆

■募金合計 27,723円

本日２５日の行進

■午前 斐川町内行進

■午後 斐川町内行進

■夕方 出雲市内行進

【７月２４日午前

平田一式飾り】

【７月２４日午前 平田町内行進】

通し行進者・久永さんにとって
平和行進とは！

京都府内行進を終え、７月２日から富山・広島コースに兵庫県から
合流しています。

近年、核家族が多くなる中で子供たちが69年前の戦争の問題とか、
核兵器の恐ろしさを直接聞くことのない状況の中、京都市の中を10年
間歩いてきた中で、お年寄りがもっと知らせていきたい、あの時の戦
争は嫌だった、という話を耳にしてきました。
人類の上に2発も核兵器が落とされたのは、地球上で日本しかありま

せん。だからこそ、日本から声をあげていく、何としても同じ過ちを
起こしてほしくない、戦争を起こさない、核兵器を持たない、人類だ
けでなく草木動物など地球上で生活しているものの安全を守るという
ことは、1日も早く核兵器をなくすことであると思います。

原発と人類と私たちは共存はできません。被爆された皆さんが元気
な間になんとしても核兵器も原発もない未来を子供たちに手渡したい
とおもい、歩いております。

皆さんも同じ思いと思います。核兵器廃絶を訴えて皆さんと共に歩
いていきたいと思います。

【７月２３日午前 松江市内行進】


